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春風ながさきより 2013 in ポルト大学

「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
２
０
１
３
」
開
催
に
あ
た
っ
て

　　
「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
２
０
１
３
」
は
、
韓
国
の
慶
北
大
学
校
、
昌
原
大
学
校
、

日
本
の
長
崎
大
学
、
そ
し
て
ポ
ル
ト
大
学
美
術
学
部
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作

品
が
集
う
、
展
覧
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
多
く
を
学
び
、
国
際

的
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
本
展
覧
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
ポ
ル
ト
大
学

美
術
学
部
に
て
開
催
し
ま
す
。
本
展
覧
会
は
今
後
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
の
道
し

る
べ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
展
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
を
通
じ
て
、
研
究
意

欲
を
高
め
、
そ
し
て
本
展
で
得
ら
れ
る
繋
が
り
を
、
今
後
の
更
な
る
文
化
交
流
の

発
展
に
努
め
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、

ポ
ル
ト
大
学
美
術
学
部
の
講
師
や
学
生
た
ち
も
交
え
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
集
結
し
ま
す
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

特
別
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
し
て
作
成
予
定
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
本
展
覧
会

の
意
義
、
プ
ロ
セ
ス
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
関
心
や
、
そ
れ
ら
独
自

の
手
法
を
理
解
す
る
手
助
け
と
な
り
、
当
美
術
学
部
に
と
っ
て
も
実
り
多
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ラ
ラ
ン
ジ
ョ
（
ポ
ル
ト
大
学
美
術
学
部
長
・
教
授
）

期　　間：2013 年３月 7日～３月 28日
場　　所：ポルト大学（ポルトガル）
主　　催：ポルト大学
特別講演：3月７日  朴南姫（慶北大学校教授）
ワークショップ：3月７日  姜パレム（昌原大学校教授）
　　　　　　　　3月８日  井川惺亮（長崎大学校名誉教授）

４ページ５ページ
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春風ながさきより 2012 in 慶北大学校

期　　間：2012 年３月 7日～３月 24日
場　　所：慶北大学校美術館（韓国・大邱）
主　　催：慶北大学校芸術大学芸術学科
　　　　　慶北大学美術館、RINGART
特別講演：3月７日 13:00～16:00
　　　　　　  講師  井川惺亮（長崎大学校名誉教授）
　　　　　　　　　フランシスコ・ラランジョ（ポルト大学教授）

ワークショップ：3月 8日

Artists井川 惺亮  Seiryo Ikawa

 朴南姫  Park Nam-Hee 

マリアーナ・カルヴァーリョ Mariana Carvalho

ソフィア・トーレス Sofia Torres

前田 真希 Maki Maeda

松尾 美希 Miki Matsuo

野坂 知布 Tomonori Nosaka

小栗栖まり子 Mariko Ogurisu

廣岩 裕香 Yuka Hiroiwa

岩永 晃典 Akinori Iwanaga

ファティマ・サントス Fa’tima Santos

佐藤 千代子 Chiyoko Sato

井ノ上 理恵 Rie Inoue

申　京愛 Shin Kyung Ae

姜パレム  Kang Ba Raem 

フランシスコ・ラランジョ Francisco Laranjo

ドミンゴス・ルーレイロ Domingos Loureiro

中田 寛昭 Hiroaki Nakada

Fuculdade de Belas Artes
Universidade do Porto



Artists

野坂  知布 Tomonori Nosaka
田熊  沙織 Saori Taguma
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井川  惺亮  Seiryo Ikawa

フランシスコ・ラランジョ Francisco Laranjo

朴　南姫 Park Nam-Hee

李　基七 Yi Gee-Chil 姜パレム  Kang Ba Raem 
柳　宰夏 Ryu Jae-Ha

申　暎浩 Shin Young-Ho洪　東植 Hong Don-Sik 林　賢洛 Lim Hyun-Lak 高　寛皓 Ko Kwan-Ho

金　泰      Kim Tae-Bok 金　昭榮 Kim So-young 申　京愛 Shin kyung Ae 李　男美 Lee Nam-Mi

守屋　聡 Moriya satoshi 中田  寛昭 Hiroaki Nakada 岩永  晃典  Akinori Iwanaga
森永  昌樹 Masaki Morinaga

井ノ上  理恵 Rie Inoue
佐藤千 代子 Chiyoko Sato

松尾  美希 Miki Matsuo
藤上　慶 Kei Fujikami 川田　剛 Tsuyoshi Kawada

廣岩  裕香 Yuka Hiroiwa

李　　恩 Lee Jung-Eun

　
　

世
界
に
開
か
れ
た
新
し
い
芸
術
的
認
識
の
た
め
に

　

２
０
１
３
年
「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」
を
私
が
企
画
し
、
慶
北
大
学
校
芸
術
大
学
美
術
学
科
が
公
式
的
な
役
目
を

果
た
し
、
慶
北
大
学
校
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
か
ら
井
川
先
生
とRING ART

運
営
委
員
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
ラ
ラ
ン
ジ
ョ
先
生
が
慶
北
大
学
校
を
訪
問
し
た
。「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」
に
伴
い
学
術
大
会
も
開
催

さ
れ
、
慶
北
大
学
校
と
長
崎
大
学
の
友
情
の
証
で
あ
る
「
日
韓
友
情
の
壁
」
壁
画
の
修
復
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
3
月
、
ポ
ル
ト
大
学
の
ラ
ラ
ン
ジ
ョ
教
授
が
「 

春
風
な
が
さ
き
よ
り
」 

を
企
画
さ
れ
、
井
川
先
生
と

私
が
ユ
ネ
ス
コ
歴
史
文
化
遺
跡
地
と
し
て
由
緒
あ
る
ポ
ル
ト
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

慶
北
大
学
校
と
長
崎
大
学
の
交
流
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
つ
な
が
り
、韓
国
と
日
本
の
交
流
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
合
流
し
、

新
し
い
刺
激
と
な
っ
た
。
誰
よ
り
も
芸
術
を
愛
し
、
日
本
を
愛
し
、
長
崎
を
愛
す
る
井
川
先
生
の
挑
戦
と
情
熱
が
、

江
戸
時
代
の
日
本
が
最
初
に
門
戸
を
開
い
た
国
家
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
交
流
を
通
じ
、
新
た
な
道
し
る
べ
を
試
み
た
。
そ

の
た
め
に
お
そ
ら
く
い
ち
早
く
井
川
先
生
の
娘
さ
ん
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
専
攻
し
、
交
流
の
間
に
立
っ
て
文
化
の
違

い
を
克
服
し
、
芸
術
交
流
と
い
う
究
極
の
目
標
に
向
か
う
役
割
を
果
た
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

井
川
先
生
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
最
初
の
門
戸
を
開
放
し
た
長
崎
の
開
港
精
神
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
開
港
精

神
は
世
界
に
向
か
っ
て
開
か
れ
る
芸
術
的
共
通
認
識
の
た
め
の
も
う
一
つ
の
関
門
を
開
く
こ
と
だ
。

　

長
崎
大
学
を
越
え
て
、RING ART

を
通
し
、
も
う
一
つ
の
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
関
係
を
通
じ
て
芸
術
は
更
に

発
展
し
新
た
な
変
化
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朴　

南
姫
（
慶
北
大
学
校
芸
術
大
学
教
授
、
画
家
、
美
術
史
学
博
士
）

Kungpook National University
Art Museum

井川惺亮氏（長崎大学名誉教授）とフランシスコ・ラランジョ教授（ポルト大学）

慶北大学校美術館
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ポ
ル
ト
大
学
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ラ
ラ
ン
ジ
ョ
教
授
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
３
月
に
開
催
さ
れ
た
、
ポ
ル

ト
大
学
で
の
「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」

に
引
き
続
き
、
通
算
15
回
目
（
海
外

展
を
含
め
て
17
回
目)

と
な
る
本
展

を
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
会
場
に

開
催
し
た
。　

　

本
学
と
協
定
校
の
韓
国
・
昌
原
大

学
校
か
ら
、
金  

弘
震
（
キ
ム
・
ホ

ン
ジ
ン
）
教
授
を
、
ポ
ル
ト
大
学
か

ら
は
美
術
学
部
副
学
部
長
グ
ラ
シ
エ

ラ
・
マ
シ
ャ
ー
ド
教
授
を
招
待
し
た
。

ま
た
、
ポ
ル
ト
大
か
ら
は
学
生
に
も

作
品
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
出
品
者
総
数
53
名
、
う
ち

海
外
（
韓
国
・
中
国
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

か
ら
の
参
加
数
27
名
（
51
％
）
と
海

外
参
加
者
の
割
合
が
過
去
最
も
多
い

展
覧
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し

て
、
現
代
美
術
家
と
し
て
長
年
活
躍

さ
れ
て
き
た
福
原
金
太
郎
氏
を
特
別

参
加
と
し
て
本
展
に
お
迎
え
で
き
た

こ
と
だ
。
会
期
最
終
日
、
福
原
氏
は

ご
家
族
と
一
緒
に
こ
の
会
場
を
訪

れ
、
本
展
に
大
き
な
花
を
添
え
て
い

た
だ
い
た
。

廣岩 裕香

岩永 晃典

前田 真希 藤上 　慶

兵庫 由紀子

増田 和剛松尾 美希

林田 信代 野坂 知布 永田 則子 中田 寛昭

田熊 沙織 重野 裕美 佐藤 千代子下田 冨美子 姜　 善英

川田 泰子 金子　 衛川村 愛子

〈招待作家〉ポルト大学美術学部教授  Graciela Machado

村里 政則森永 昌樹吉岡 宣孝

烏　鳴蕾烏　鳴鳴崔　民建Heo Narae洪　東植

溝上　 強武藤 三重子

Spring Breeze of NagasakiⅩⅤ

Artists

長崎大学名誉教授　井川 惺亮〈招待作家〉現代美術家  福原 金太郎

春風ながさきよりⅩⅤ 2013
期　間：2013 年３月 25 日～３月 30 日
場　所：長崎ブリックホール
主　催：RING ART
共　催： 長崎大学教育学部
ギャラリートーク：3月 25 日　14:00～

〈招待作家〉昌原大学校教授  金  弘震
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芸
術
の
秋
、
韓
国
昌
原
（
チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン
）
大

学
校
と
長
崎
大
学
と
の
学
術
協
定
が
9
月
末
に
提

携
更
新
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
昌
原
大
学
校
ご
一
行

が
そ
の
お
礼
を
兼
ね
て
、
長
崎
大
学
長
の
表
敬
訪

問
す
る
た
め
、
長
崎
大
学
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

長
崎
大
学
名
誉
教
授
井
川
惺
亮
氏
は
、
こ
れ
ま

で
昌
原
大
学
校
と
長
年
に
渡
り
交
流
を
行
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
井
川
氏
が
大
学
を
退
官
後
も
、

長
崎
大
学
井
川
研
究
室
を
引
き
継
ぐ
「RING 

ART

」
と
こ
の
交
流
を
継
続
し
て
い
る
。

　

RING ART

は
昌
原
大
学
校
ご
一
行
の
歓
迎
の

意
を
込
め
、
小
浜
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
本

展
で
あ
る
が
、「
小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で
」

（
代
表
：
城
谷
雅
司
氏
）
と
雲
仙
市
の
協
力
に
よ
っ

て
実
現
し
た
展
覧
会
と
関
連
企
画
で
あ
る
。
小
浜

の
空
き
店
舗
を
改
装
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
に
こ
に

こ
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」
の
提
供
や
作
品
展
示
な
ど

地
元
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
支
援
と
協
力
に
よ
っ

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
展
覧
会
以
外

に
も
井
川
惺
亮
氏
に
よ
る
「
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
や
「
昌
原
大
学
校
芸
術
大
学
教
授
陣
に
よ
る

ト
ー
ク
」
な
ど
も
関
連
企
画
と
し
て
実
施
し
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
ご
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
と
ア
ー
ト
を
通
じ
た
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

１
９
９
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
小
浜
ば
花
い
っ

ぱ
い
に
す
う
で
」
と
の
連
携
は
、
来
年
20
年
目
を

迎
え
る
。RING ART

は
国
際
交
流
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
今
後
も
小
浜
と
の
交
流
を
さ
ら

に
深
め
な
が
ら
、
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ

の
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

OBAMA de ART!  RING ART 展 in 小浜
期　間：2012 年 11 月 19 日～11 月 25 日
場　所：ニコニコふれあいハウス
企　画：RING ART
協　力：小浜ば花いっぱいにすうで・雲仙市商工会
〈関連企画〉
◎絵画ワークショップ　11 月 25 日 14:00～15:30
◎昌原大学校芸術大学教授陣によるトーク　11月 21 日 17:00～

朴　然婌

朱　淵雅 井ノ上 理恵

浦川 亜津子 申　京愛

朴　眞皿

尹　智珉Ana Margarida Rocha

小栗栖 まり子 玉　暻來 盧　淳天 Noh Eun-im

南　孝眞 李　素英 李　男美林　銀洙 金　福洙

金　志泳 川田　剛金　昭榮

昌原大学校芸術大学教授陣を招いてのトーク

関連企画：ギャラリートーク　2013年3月25日　長崎ブリックホール２Fギャラリー

吉岡 宣孝氏

溝上 　強氏永田 則子氏

12 11

Spring Breeze of NagasakiⅩⅤ

「にこにこふれあいハウス」 会場風景

井川惺亮氏による 「絵画ワークショップ」

片峰　茂長崎大学長　　　　　　キム・ギョンス昌原大学校芸術大学長　

金  弘震 教授(昌原大学校)　　（右）井ノ上理恵（通訳）

長崎大学長表敬訪問 （左端）
音楽科長
キム ・ ドンスン教授

（左から 4 人目）
デザイン学科長
イ ・ ドクサン教授

（左から 5 人目）
美術学科長
カン ・ パレム教授

（中央）
芸術大学長
キム ・ ギョンス教授

（後方右から 2 人目）
舞踊学科長
キム ・ テフン教授
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平
和
展
・「
８
＋
９
」
は
、
１
９
８
７
年
か
ら

続
け
て
い
る
地
域
に
根
差
し
た
国
際
的
平
和
展

で
あ
る
。

　

昨
年
の
「
８
＋
９
」
展
で
は
、
東
日
本
大
震

災
後
、
被
災
地
の
復
興
や
福
島
原
発
の
事
故
に

直
面
し
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー
が
、
長
崎
で
ア
ー

ト
に
よ
る
平
和
活
動
を
継
続
す
る
中
、「
平
和
」

そ
の
も
の
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
韓
国
、
中
国
か
ら
の
友
情
出
品
や
支
援
が

あ
り
、
彼
ら
の
表
現
に
一
段
と
力
が
こ
も
っ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
ア
ー
ト
に
よ
る
平
和
活
動

を
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
展
覧
会
で
あ
っ

た
。　

依
然
と
し
て
原
発
問
題
に
直
面
し
て
い

る
現
状
、
私
た
ち
は
ア
ー
ト
を
通
じ
て
今
こ
そ

社
会
に
貢
献
す
る
使
命
を
感
じ
て
い
る
。
私
た

ち
の
取
り
組
み
は
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
も
の
だ

が
、
こ
の
長
崎
か
ら
平
和
や
命
の
尊
さ
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。　

　

今
回
の
特
色
は
、
美
術
作
品
以
外
に
も
長
崎

に
お
け
る
平
和
活
動
者
や
詩
人
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ア
ー
ト
と
し
て
展
示
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
長
崎
大
学
協
定
校
の
韓
国
慶
北
大
学

校
か
ら
は
朴
南
姫
教
授
、
李

恩
教
授
の
２
名

を
招
待
し
、
ア
ー
ト
に
よ
る
国
際
的
な
平
和
の

在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。　
　
　
　

　

関
連
行
事
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。
ま
た
１
９
８
７
年
に
井
川
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
り
原
爆
落
下
中
心
地
公
園
に
建
立
さ
れ
た

〝「
誓
い
の
火
」
灯
火
台
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〞
で
、

『
折
り
鶴
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
を
８
月
９
日
に
実

施
し
た
。

　
出
品
者
総
数
80
名
、
う
ち
海
外
か
ら
の
参
加
数
33
名

　
（
団
体
を
除
く
）
と
過
去
最
多
の
参
加
数
。

〈招待作家〉 　慶北大学校教授  朴　南姫

〈招待作家〉  慶北大学校教授  李　　恩

山村 知宏村山 美菜子

降田 達季

山本 伸樹
吉岡 宣孝

吉田形 勧

山村 みき

〈特別出品〉多摩美術大学教授  木嶋正吾
　

〈特別出品〉崇城大学教授 星加民雄

渡辺 航

村田 潤一

〈特別出品〉九州造形短期大学特任教授  前田 信明

13

平和展・8+9  2012
期　間：2012 年 8月 19 日～8月 25 日
場　所：長崎ブリックホール
主　催：RING ART
共　催：長崎大学教育学部
ギャラリートーク：8月 19 日　14:00～15:30
〈関連企画〉
◎折り鶴パフォーマンス
◎秋の彩展「私たち、ぼくたちの小浜風景を描こう！」

山本 伸樹井川 惺亮

 朴　南姫教授(慶北大学校教授)と通訳する申　京愛氏（左）

増田 和剛

藤上 慶廣岩 裕香

兵庫 由紀子菱川 瑠有

武藤 三重子

村里 政則松尾 美希前田 真希

森永 昌樹

8+9 2012
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利西

遠藤 真知子岩永 晃典入江 一樹

糸山 景大 

川田 泰子 姜　善英

佐藤 千代子

金子  衛

下田 冨美子

田熊 沙織

重野 裕美

鵜殿 美佳

井川 惺亮

長崎大学教育学部附属
特別支援学校

高等部生徒（12名）

三和幼稚園（50名）

Gino Sansone烏　鳴蕾

烏　鳴鳴嚴　美錦

HEO NARAE

盧　淳天

小栗栖 まり子

韓　榮愛

朴　眞皿林　銀洙

浦川 亜津子

Lora Roussinova金　志泳

李　永照

玉　暻來

李　素英

金　聖默

崔　民建

金　福洙

井ノ上 理恵

南　孝眞

尹　智珉朱　淵雅

申　京愛川田　剛李　男美朴　然婌

盧　垠妊

洪　東植

長崎市立東長崎中学校
美術部生徒（60名）

野坂 知布

永田 則子

中田 寛昭団野 雅子

前田 信明氏 （九州造形短期大学特任教授）李姃恩 （慶北大学校芸術大学教授） 

メッセージアートに参加した廣瀬方人氏
　　　　　　（長崎証言の会代表委員） 入江一樹君と井川惺亮氏申　京愛氏16

8+9 2012 8+9 2012

関連企画：ギャラリートーク　2012年8月19日　長崎ブリックホール２Fギャラリー
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「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」
は
14
回
目
を
迎

え
た
。
前
回
は
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ

に
伴
う
原
発
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ

ア
ー
ト
活
動
で
、
特
に
被
災
者
の
皆
様
へ

勇
気
と
希
望
を
与
え
る
も
の
と
し
て
実
現

し
た
。
更
に
全
国
民
の
方
々
と
共
に
助
け

合
い
の
心
を
共
有
し
な
が
ら
、
国
際
間
で

も
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
例
と

し
て
長
崎
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、

出
島
時
代
か
ら
の
交
流
の
あ
っ
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
ポ
ル
ト
市
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

待
し
た
。

　

震
災
直
後
の
当
時
、
外
国
人
は
原
発
の

放
射
能
を
警
戒
し
日
本
脱
出
や
、
ま
た
日

本
へ
の
入
国
自
粛
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
中
、
ポ
ル
ト
大
学
の
ラ
ラ
ン

ジ
ョ
教
授
や
、
韓
国
の
朴
南
姫
教
授
、
姜

パ
ル
ム
教
授
ら
が
勇
気
を
持
っ
て
来
日
し
、

私
た
ち
日
本
人
に
希
望
や
元
気
を
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
こ
そ
国
際
交
流
の
醍
醐
味
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

14
回
目
の
本
展
で
は
、前
回
同
様
、日
本
・

韓
国
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作

品
に
加
え
、
そ
の
頃
話
題
に
な
っ
て
い
た

長
崎
上
海
航
路
再
開
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、

中
国
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
2
名
を
招
待

し
、
長
崎
に
お
い
て
日
中
の
実
り
の
あ
る

美
術
展
と
な
る
よ
う
、
願
い
を
込
め
て
開

催
し
た
。

  

出
品
者
数
46
名
、
う
ち
海
外
か
ら
の
参
加
数
24

林田 信代

岩永 晃典

金子　 衛

川村 愛子倉掛 美代子佐藤 千代子

井川 惺亮

〈特別出品〉藤本　均定成

糸山 景大

川田 泰子

重野 裕美下田 冨美子

田熊 沙織

中田 寛昭

野坂 知布兵庫 由紀子廣岩 裕香

17

左から
井川惺亮（長崎大学名誉教授）
王　晨林 副教授
楊　建華 教授
山下　敬彦（長崎大学産学官連携戦略本部長）
河野　英雄（長崎ブリックホール館長）
松尾　美希（RING　ART）

Spring Breeze of NagasakiⅩⅣ

春風ながさきより ⅩⅣ 2012
期　間：2012 年３月 17 日～３月 25 日
場　所：長崎ブリックホール
主　催：長崎大学産学官連携戦略本部生涯教育室
共　催：RING ART
オープニングセレモニー：3月 17 日　12:00～
ギャラリートーク：3月 17 日　14:00～

〈招待作家〉王　晨林副教授（華中農業大学楚天学院動畫学）

〈招待作家〉楊　建華教授 （中南财经政法大学新闻与文化传播学院）

オープニングセレモニー

松尾 美希村里 政則森永 昌樹吉岡 宣孝
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浦川 亜津子

川田　剛
李　男美

林　銀洙

井ノ上 理恵金　福洙

盧　淳天小栗栖 まり子

朴　眞皿

朴　然婌申　京愛尹　智珉

Sofia TorresDomingos LoureiroFrancisco LaranjoFa’tima Santos

ワークショップ・講演会

春風ながさきより 2013 in ポルト大学
↓ 朴南姫氏（慶北大学校教授）による特別講座姜パレム氏（昌原大学校教授）による韓紙を使ったワークショップ↓

↑ 井川惺亮氏（長崎大学校名誉教授）による折り紙を使ったワークショップ

フランシスコ・ラランジョ教授による特別講演会↑

↑ 小浜町の方々を招いて行われたワークショップ

↑慶北大学生との壁画制作

春風ながさきより 2012 in 慶北大学

OBAMA de ART !    RING ART展 in 小浜

Spring Breeze of NagasakiⅩⅣ

19

洪　東植

烏　鳴鳴崔　民建

烏　鳴蕾

〈招待作家〉

楊　建華教授(中南财经政法大学新闻与文化传播学院)

長崎大学長表敬訪問

イ・ドンジン先生を囲んで↑

関連企画：ギャラリートーク　2012年3月17日　長崎ブリックホール２Fギャラリー　

楊　建華教授 王　晨林副教授

井口　均教授
片峰　茂学長 井川惺亮名誉教授
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平和は抽象すぎて目に見えず

カメラの対象にならない。

平和の反語に戦争がある。

戦争による都市の壊滅、

人類の死傷は写真の対象となる。

その写真を見た人が

平和の大切さを思うことはある。

戦争の悲惨さをバネにして

平和を願う思いは、

その写真を見た人の

想像力によって異なる。

すなわち、平和は撮れないのだ。

　　　　　　　　　　　東松 照明

メッセージ・アート

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ー
ト
」

　

堀
田
善
衛
の
作
品
に「
ゴ
ヤ
」が
あ
る
。元
ス
ペ
イ
ン
の
宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
ゴ
ヤ

は
、ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
支
配
下
に
あ
い
、最
後
は
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
て
生
涯
を
終
え

て
い
る
が
、数
々
の
傑
作
と
同
時
に
戦
争
の
惨
禍
を
版
画
集
と
し
て
残
し
て
い
る
。堀

田
氏
は
そ
れ
ら
の
作
品
を
探
し
求
め
、そ
の
目
で
し
か
と
見
る
た
め
に
、美
術
館
か
ら

個
人
の
蔵
書
に
至
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
厭
わ
ず
訪
ね
歩
く
。作
品
を
見
る
、と

い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
事
か
と
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

　

1
9
8
3
年

8
月
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
オ
リ
ン
ピ
ア
で
採
火
さ
れ
た
聖
火

が
、ギ
リ
シ
ャ
の
文
部
科
学
大
臣
メ
リ
ナ
メ
ル
ク
ー
リ
の
許
可
の
も
と
、ア
テ
ネ
市
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
長
崎
市
民
に
贈
ら
れ
て
き
た
。そ
の
聖
火
を
都
と
も
し
続
け

る
た
め
の
灯
火
台
建
設
運
動
が
始
ま
っ
た
。

　

灯
火
台
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、全
国
公
募
60
点
か
ら
井
川
惺
亮
氏
の
作

品
に
決
定
す
る
ま
で
の
2
年
間
、平
和
を
表
現
す
る
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
に
刺
激
さ
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
4
人
の
審
査
員
の
決
定
を
待
っ
た
。

　

井
川
惺
亮
氏
の
デ
ザ
イ
ン
案
は
、当
初

10
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
持
つ
塔
で
あ
っ

た
。平
和
公
園
内
を
希
望
す
る
建
設
委
員
会
と
市
の
交
渉
は
難
航
し
、妥
協
点
と
し
て

高
さ
を
5
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
る
こ
と
で
決
着
し
た
。爆
心
地
か
ら
階
段
を
上
っ
て
資
料

館
に
至
る
道
筋
、死
者
を
悼
み
、平
和
な
時
代
を
築
く
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。白
亜
の
塔
に
7
色
の
カ
ラ
ー
を
ま
と
っ
た
灯
火
台
は
、異
色
の
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
と
な
っ
た
。大
小
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ル
は
、暑
い
夏
の
日
々
を
井
川
教
授
と
ゼ

ミ
の
学
生
達
が
窯
元
に
泊
ま
り
込
み
、土
を
こ
ね
、職
人
が
焼
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
祭
典
は
、エ
ケ
ケ
イ
リ
ア﹇
聖
な
る
休
戦
﹈を
も
う
け
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
中
は
戦
争
を
や
め
て
武
器
を
捨
て
、競
技
の
勝
利
者
に
は
そ
れ
が
敵
で
あ

ろ
う
と
喝
采
の
拍
手
を
送
っ
た
。国
際
児
童
年
の
集
い
の
例
外
を
除
き
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
発
祥
の
地
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ア
の
聖
火
が
海
外
に
出
る
こ
と
は
な
い
。ま
さ
し
く
平

和
と
人
類
の
融
和
を
願
う
聖
火
は
、被
爆
地
長
崎
だ
か
ら
こ
そ
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
。

　

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
灯
火
台
は
、
ナ
ガ
サ
キ
が
「
最
後
の
被
爆
地
と
な
り
続
け
る
」

事
を
願
う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
ち
、
多
く
の
人
々
の
目
で
見
守
ら
れ
30
年
目
の
夏
を

迎
え
て
い
る
。

長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
と
す
る
誓
い
の
火
維
持
会

宮
本
圭
子

平和展・8+9  2012 にて

折り鶴パフォーマンス

秋の彩展「私たち、ぼくたちの小浜風景を描こう！」

道行く人が平和への思いを込めながら折り鶴を折る↑

↑ 小浜の風景スケッチや和菓子作り体験を楽しむ子どもたち

↑長崎大学教育学部附属特別支援学校の生徒たち

1987年8月9日、井川惺亮氏のデザインによって長崎市爆心地公園に“「誓いの火」灯火台モニュメント”が建立された。こ
の長崎を最後の被爆地にしようという強い願いを込め、2002年より、8月9日平和の日、この灯火台モニュメントの下で、
平和を希求しながら折り鶴を折り、モニュメントに貼り付ける『折り鶴パフォーマンス』を行ってきた。

〈講師〉井川惺亮（長崎大学名誉教授）・岩永晃典（岩永梅寿軒）
〈主催〉「小浜ば花いっぱいにすうで」事務局　
〈日時〉８月２３日10:00～14:00　〈場所〉小浜温泉公園

2012 年 8 月
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「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ー
ト
」

「
証
言
長
崎
が
消
え
た
」の
表
紙
原
画
が
井
川
先
生

か
ら
届
い
た
の
を
見
た
と
き
は
本
当
に
び
っ
く
り

し
た
。私
が
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
た
も
の
と
全
く

異
っ
て
い
た
か
ら
だ
。全
体
が
赤
色
系
を
主
張
し

た
明
る
い
絵
だ
。暗
く
て
、痛
々
し
く
て
、悲
惨
な

と
い
う
被
爆
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
逆

の
色
調
。よ
く
見
る
と
、魚
が
泳
い
で
い
る
。鳥
が

飛
ん
で
い
る
。ク
ジ
ラ
み
た
い
な
も
の
も
い
る
、そ

し
て
ミ
ジ
ン
コ
も
。み
ん
な
あ
た
り
前
の
よ
う
に

そ
こ
に
い
る
。希
望
の
色
に
溢
れ
て
い
る
。私
た
ち

は
希
望
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
。核
兵
器
廃
絶
に
向
か
っ
て
共
に
進
ん
で
行

こ
う
と
訴
え
る
表
紙
で
あ
っ
た
。2

0
1
2
年
8
月
13
日

長
崎
の
証
言
の
会
代
表
委
員　

廣
瀬
方
人

「
ア
ー
ト
と
平
和
」

「
音
楽
の
道
」を
志
し
て
、今
年
で
曲
が
り
な
り
に

も
45
年
を
迎
え
る
。歌
い
手
と
し
て
、ま
た
作
り
手

と
し
て「
平
和
」を
テ
ー
マ
に
少
な
く
な
い
数
の
作

品
を
手
が
け
て
来
た
の
だ
が
、「
ア
ー
ト
」の
方
は

全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
申
し
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
歌
」を
歌
う
時
、「
一
枚
の
絵
」を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
歌
う
、或
い
は
歌
い
終
わ
っ
た
時
、聴
衆
に

「
一
枚
の
絵
」が
浮
か
ぶ
よ
う
な
歌
を
歌
え
と
言
わ

れ
続
け
て
来
た
。言
葉
で
は
簡
単
に
言
え
る
が
、至

難
の
業
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。「
平
和
」を

テ
ー
マ
に
歌
う
時
、浮
か
ぶ
の
は「
母
と
幼
子
」「
柔

ら
か
な
風
が
吹
く
草
原
」「
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
」

等
々
そ
の「
一
枚
の
絵
」は
果
て
し
な
く
浮
か
ん
で

来
る
。平
和
な
光
景
は
ど
こ
に
で
も
確
か
に
あ
る

も
の
だ
。と
同
時
に
、平
和
と
は
言
え
な
い
光
景
も

様
々
な
形
で
飛
び
込
ん
で
来
る
。

「
歌
」を
歌
う
こ
と
、そ
れ
は
ま
さ
し
く「
人
間
の

心
」に
向
か
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
だ

と
私
は
思
う
。た
だ
一
点
、「
い
の
ち
」を
積
極
的
に

評
価
す
る
立
場
で
。す
べ
て
の
武
器
を
、す
べ
て
の

核
兵
器
を
無
く
す
こ
と
は
私
の
い
の
ち
の
あ
る
間

に
は
叶
わ
な
い
願
い
で
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、武
器

を
、核
兵
器
を
使
わ
な
い
、使
わ
せ
な
い
心
を
培
う

こ
と
は
、か
な
り
の
限
界
は
あ
る
に
し
て
も
意
味

の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
の
座
右
の
銘
、「
心
の
上
に
胃
袋
を
置
く
こ
と
な

く
生
き
る
！
」還
暦
を
と
う
に
過
ぎ
た
年
齢
に
な

る
が
、蓄
積
し
た
も
の
は
わ
た
し
の「
心
」に
あ
る

思
い
だ
け
だ
。こ
れ
か
ら
も
時
を
惜
し
み
な
が
ら
、

場
所
を
求
め
な
が
ら
、「
平
和
な
一
枚
の
絵
」を
心

に
描
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
歌
を
歌
い
続
け
て

行
き
た
い
。

音
楽
家　

寺
井
一
通

「
ア
ー
ト
と
平
和
」

私
に
は
町
の
風
景
が
様
々
な
線
の
重
畳
に
見
え

る
。建
物
の
輪
郭
や
窓
枠
の
直
線
、た
わ
ん
だ
電
線

が
作
る
放
物
線
、そ
し
て
植
物
、雲
、山
な
ど
、自
然

が
見
せ
る
不
定
形
な
線
。

「
あ
あ
、こ
の
枠
で
切
り
取
れ
ば
、な
ん
だ
か
北
斎

の
絵
と
似
て
い
る
」と
、カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

メッセージアートとは？
美術作品以外にも長崎における平和活動者や詩人による
メッセージを寄せていただき、新たな美への発信として
展示するというもの。これまでにない初の試みとして、
「平和展・8+9  2012」開催時に行われた。

押
し
て
み
た
こ
と
も
あ
る
が
、写
さ
れ
た
も
の
を

見
る
と
、た
い
て
い
は
失
望
す
る
。自
分
の
眼
に
見

え
る
も
の
と
は
ま
る
で
違
う
も
の
が
そ
こ
に
あ
る

か
ら
だ
。私
が
見
て
い
る
も
の
と
現
実
の
風
景
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

音
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
。喧
騒
の
中
で
も
聴
き
取

り
た
い
音
は
き
こ
え
て
く
る
が
、録
音
さ
れ
た
音

の
風
景
は
、自
分
が
聴
い
て
い
る
も
の
と
は
違
う
。

見
え
る（
聴
い
て
い
る
）も
の
、そ
し
て
、現
実
に
見

る
こ
と（
聴
く
こ
と
）は
で
き
な
い
も
の
。そ
の
よ

う
な
も
の
が
絡
み
合
い
、形
と
し
て
生
み
出
さ
れ

た
も
の
が
ア
ー
ト
な
の
だ
ろ
う
。

内
な
る
芽
を
想
像
の
力
で
伸
ば
し
、眼
前
の
作
品

の
奥
に
あ
る
、自
ら
は
未
だ
持
た
ぬ
、作
者
の
視
線

を
感
じ
取
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
行
為
の
連
鎖
の
上
空
に
、平
和
の
光

が
漂
っ
て
見
え
る
。

作
曲
家　

小
畑
郁
男

真
の
平
和
が
無
け
れ
ば
ア
ー
ト
は
無
し

真
の
平
和
か
ら　

ア
ー
ト
は
生
れ
る
。

真
の
ア
ー
ト
か
ら　

平
和
は
生
れ
る
。

ア
ー
ト
は
万
人
の
為
に
、

ア
ー
ト
は
地
球
の
未
来
の
為
に
。

時
空
を
超
え
て
真
の
平
和
を
。

時
空
を
超
え
て
真
の
ア
ー
ト
を
。

2
0
1
2
年
8
月

和
歌
山
大
学　

特
任
教
授　

渡
部
幹
雄

　本誌は、2012 年 3 月から 2013 年 3 月までの１年間の RING ART の活動記録集です。その活動実績の裏付けと
して、昨年に続き、今回第２号を発行しました。
　RING ART は、地元長崎で現代アートを実践し、様々な地域や国との交流を行い、そしてここで新たな文化を
形成しながら、かつ発信拠点となることを目指しています。RING ART の結成は 2010 年ですが、その母体となっ
た長崎大学井川研究室から数えると、この活動も来年で 30 年目を迎えることになります。一地方における現代
アートと地域、国際交流など先駆的な取り組みは、現在では RING ART という新たな形態に生まれ変わり、その
成果が形となって実を結び、それらを紹介します。
　まず昨年３月、韓国・慶北大学校美術館企画「春風ながさきより」、そして今年 3 月、ポルトガル・ポルト大
学企画「春風ながさきより」の開催は、私たちの取り組みの国際的な評価の証と言えます。今回の目玉となるふ
たつの展覧会を本誌巻頭に飾りました。
　次に紹介する長崎開催の「春風ながさきより」は、今年で１５回目を迎えました。市民レベルでの国際交流は、
会場であるブリックホールの名のとおりブリック（煉瓦）が積み重なるように、長年の継続が次の新しい交流を
生む機会となって展開してきました。本誌では慶北大学校における春風展を企画した朴南姫教授ら２名の作家を
招待した第１５回展、中国・武漢から若い２人の作家を招待した１４回展の記録をまとめています。
　もうひとつの RING ART の大きな活動の柱として、アートの力で平和をアピールする「平和展８＋９」があり
ます。87年に始まったこの展覧会も年々規模を拡大し、昨年は過去最多となる80名を超える参加数となりました。
そのうち韓国をはじめとする海外からの出品者は約半数近くを占め、国際的な視野からも平和について考える機
会となっています。昨年は初めての試みとなった「メッセージ・アート」に、昨年急遽された美術家東松照明先
生から平和とアートに関するメッセージが届きました。私たちの活動のよき理解者であり、心の支えでもあった
東松先生への敬意と感謝の意を込め、本誌にその原文を添えています。
　この他にも 8月 9日、爆心地公園・灯火台での「折り鶴パフォーマンス」、小浜の子どもたちを対象に行ったワー
クショップ、昌原大学校教授陣を歓迎した展覧会など、平和活動から子ども教育まで幅広く活動に取り組んだ 1
年間の活動を項目ごとに記録をまとめています。
　巻末には、今年「春風ながさきよりⅩⅤ」に特別招待した美術家福原金太郎氏からのメッセージが届いています。
著名な美術家として活躍した氏が、同展の長崎において作品を発表するに至った経緯がそこに書かれています。
RING ART の活動は、ささやかな取り組みですが、人と人とのつながりを基本に地道に続けながら、その輪を広
げてきました。更に私たちの活動記録を刊行物とすることで今後につなげ、作品発表の意義を改めて考える機会
となり、繰り返しますが長崎の地域文化の活性化と新たな文化の発信拠点となり、その役割や使命を果たすため
に貴重な資料になると考えています。本誌が RING ART の社会貢献への取り組みとして、広く一般の方々に理解
を深めることを願っています。
　最後になりましたが、共催としてご尽力いただいた長崎大学教育学部長山路裕昭先生を始め、関係者の皆様に
心から感謝を申し上げます。そして RING ART の活動に携わっていただいた国内外の OB 諸氏、通訳として陰な
がら惜しみない協力で活動を支えていただいた申京愛氏と井ノ上理恵氏に、心から感謝の意を表します。

　　　　　　　                                                                              2013 年 7 月吉日                    RING ART 代表　野坂　知布

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

制
作
に
当
た
っ
て

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た

｢RING ART

（
リ
ン
グ
ア
ー
ト
）｣

の

名
は
、
ノ
ベ
ー
ル
化
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
下
村
脩
博
士
に
、
長
崎
大

学
よ
り
初
の
名
誉
博
士
号
を
授
与

す
る
際
、
そ
の
賞
状
と
共
に
井
川

惺
亮
の
作
品
が
添
え
ら
れ
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

そ
の
作
品
は
下
村
博
士
の
研
究
に

関
係
の
あ
っ
た
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の

「
輪
＝RING

」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

も
の
で
し
た
。

そ
の
作
品
か
ら
生
ま
れ
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
平
和

や
ア
ー
ト
と
人
の
繋
が
り
と
い
っ

た
様
々
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ち
ょ
う
じ
ょ
う
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　「RIN

G
 ART

は
国
際
的
評
価
へ
」

　

今
春
3
月
ポ
ル
ト
ガ
ル
ポ
ル
ト
大
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
催
で
「
春
風
な
が
さ
き
よ

り
」
展
が
、
昨
春
韓
国
慶
北
大
学
校
美
術
館

主
催
で
同
名
の
「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」
展

に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
特
に

な
が
さ
き
に
あ
っ
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
。

　

こ
の
「
春
風
な
が
さ
き
よ
り
」
は
長
崎
大

学
の
私
の
研
究
室
か
ら
13
年
前
に
立
ち
上
げ
、

干
支
が
一
還
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
「
春
風
展
」
の
理
念
は
、
長
崎
の
歴

史
性
や
地
域
性
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
で
「
ま

ず
展
覧
会
を
開
催
し
よ
う
」
と
言
う
と
こ
ろ

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
3
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

「
地
域
」
と
「
国
際
」、
そ
し
て
「
平
和
」
だ
。

　

平
和
は
8
＋
9
展
が
主
体
だ
が
、
一
昨
年

の
3
・
11
の
大
地
震
と
福
島
原
発
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
そ
の
直
後
に
本
展
は
開
催
し
た
。

放
射
能
漏
れ
で
来
崎
を
危
ぶ
ま
れ
た
ポ
ル
ト

大
学
の
ラ
ラ
ン
ジ
ョ
教
授
が
、
日
本
が
悲
し

く
落
ち
込
ん
だ
状
況
に
勇
気
を
持
っ
て
励
ま

し
に
来
ら
れ
た
こ
と
だ
。
続
い
て
韓
国
か
ら

も
朴
南
姫
教
授
、
姜
パ
レ
ム
教
授
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
日
・
韓
・
葡
の
強

い
絆
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

　

現
在
世
挙
げ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
力
を
入

れ
、
特
に
英
語
力
が
大
事
だ
と
い
う
。
け
れ

ど
も
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
古
来

よ
り
言
語
よ
り
も
直
感
的
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル

な
人
間
言
語
と
し
て
美
術
が
も
っ
と
も
高
度

な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
絵
画

が
果
し
て
き
た
事
例
は
歴
史
的
に
見
て
も
大

き
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
は
科
学
や
美
学
や
全
て
の
分
野
の

大
天
才
と
言
わ
れ
た
が
、
彼
は
「
中
で
も
絵

画
が
特
に
素
晴
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

春
風
展
は
現
代
美
術
の
立
場
と
し
て
絵
画

が
中
心
と
な
る
が
、
そ
の
絵
画
の
中
で
も
長

崎
発
の
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
夏
の

「
8
＋
9
展
」
で
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

及
び
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
発
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の「
春
夏
展
」に
は「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
」
も
毎
回
実
施
し
て
い
る
。
前
述
の

慶
北
大
学
校
と
ポ
ル
ト
大
学
で
の
「
春
風
展
」

で
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
「
共
同
の
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
展
開
し
た
。

　

何
れ
も
長
崎
発
の
我
々
の
発
想
と
手
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
「
春
風
展
」
と
「
8
＋
9
展
」

は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

と
し
て
こ
れ
ら
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

RIN
G
 ART

の
メ
ン
バ
ー
は
作
品
発
表
活
動
を

そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
展
開
し
、
美
の
表
現

の
力
を
も
っ
と
つ
け
て
行
こ
う
。

 

井
川 

惺
亮

　

リ
ン
グ
ア
ー
ト
は
小
さ
な
輪
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
次
第
に
回
転
を
続
け
、
周
り
を
巻
き

込
み
大
き
な
輪
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
き
く
大
き
く
回
転
を
続
け
、

沢
山
の
人
を
巻
き
込
み
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
私
は
願
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
に
残
っ
た
メ

ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
に
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
が

い
る
。
そ
う
感
じ
る
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
凄

い
こ
と
が
で
き
そ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

私
が
作
品
を
制
作
し
な
が
ら
最
近
思
う
こ

と
は
「
単
純
な
繰
り
返
し
だ
が
、
そ
れ
を
重

ね
て
い
く
と
複
雑
に
見
え
る
。」
こ
れ
を
リ
ン

グ
ア
ー
ト
の
活
動
に
重
ね
て
見
て
し
ま
う
私

が
い
ま
す
。「
展
覧
会
を
続
け
る
。
続
け
る
こ

と
で
深
い
意
味
が
見
え
る
。」…

そ
う
思
い
、

こ
れ
か
ら
も
一
つ
一
つ
の
展
覧
会
を
大
切
に

続
け
、
リ
ン
グ
ア
ー
ト
が
大
き
く
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
韓
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
「
春
風
展
」

が
開
催
さ
れ
、
充
実
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
長
崎
、
そ
し
て
長
崎
か
ら
旅

立
っ
た
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
大
き

な
輪
を
描
い
て
い
く
こ
と
を
長
崎
の
地
に
い

て
、
夢
見
て
い
ま
す
。

廣
岩 

裕
香

]

　

RIN
G
 ART

に
は
人
と
人
が
繋
が
り
あ
う
エ

キ
ス
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
エ
キ
ス
は
参
加

製
品
で
は
使
用
さ
れ
な
い
か
、
製
造
の
仕
上

げ
で
の
み
使
用
さ
れ
る
事
が
多
い
。
一
方
、

エ
キ
ス
は
耐
熱
性
が
あ
り
、
高
温
で
一
層
高

ま
る
。
焼
き
菓
子
で
使
う
に
は
非
常
に
効
果

的
と
さ
れ
、
生
地
中
に
練
り
込
ま
れ
る
事
も

多
い
。

　

RIN
G
 ART

で
得
ら
れ
る
エ
キ
ス
は
、
我
々

の
心
の
海
の
深
層
部
に
、
小
さ
な
雫
と
な
っ

て
垂
れ
て
い
て
、
大
き
な
波
紋
を
描
い
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
と
人
を

深
く
結
び
つ
け
、
一
回
性
の
も
の
で
は
な
く
、

長
く
続
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
広
が

り
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
を

支
え
る
運
営
の
負
担
は
相
応
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
私
も
力
及
ば
ず
、
年
々
お
世
話
に
な

る
事
が
増
え
て
い
く
ば
か
り
の
様
で
申
し
訳

な
い
の
だ
が
、
エ
キ
ス
を
受
け
取
っ
た
若
い

世
代
の
新
規
参
入
と
活
躍
を
是
非
期
待
し
た

い
。
私
は
そ
れ
に
備
え
、
私
な
り
に
魅
力
あ

る
波
紋
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
香
り
を
高
め
よ

う
と
思
う
。

岩
永 

晃
典

]

　

私
は
こ
の
一
年
久
し
ぶ
り
に
メ
ン
バ
ー
と

共
に
活
動
し
た
。
と
い
う
の
も
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
思
う
よ
う
に
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
ず
、
展
覧
会
か
ら
も
足
が
遠
ざ
か
っ

て
い
た
か
ら
だ
。

　

リ
ン
グ
ア
ー
ト
が
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

者
は
も
ち
ろ
ん
、
関
わ
っ
た
全
て
の
人
へ
、

も
れ
な
く
提
供
さ
れ
る
。
美
術
特
有
の
世
界

観
は
、
万
国
共
通
の
形
に
な
ら
な
い
言
葉

な
の
だ
ろ
う
。
展
覧
会
を
重
ね
る
ご
と
に

広
く
、
そ
し
て
深
く
繋
が
っ
て
い
く
。
今
期

の
春
風
展
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い
て
も
開

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
象
徴
で
あ
り
、

証
明
で
あ
る
。

　

私
自
身
も
思
い
も
か
け
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

で
の
貴
重
な
体
験
の
機
会
を
頂
い
た
。
現
地

で
の
活
動
は
お
互
い
の
違
い
、
共
通
性
が
面

白
い
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
る
実
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
り
、
春
風
は
、
私
の
中
に
も
吹
い
た
。

そ
ん
な
、
決
し
て
一
人
で
は
到
達
で
き
な
い

領
域
に
、RIN

G
 A
RT

を
通
じ
て
ふ
れ
る
事

が
で
き
る
事
に
、大
変
感
謝
し
て
い
る
。
い
や
、

感
謝
と
い
う
言
葉
に
は
収
ま
り
き
れ
ず
、
長

崎
で
の
春
風
展
に
出
品
し
た
作
品
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
色
に
染
ま
っ
た
。
言
葉
足
ら
ず
の
私
な

り
の
表
現
方
法
だ
。

　

今
、
自
分
に
出
来
る
事
は
限
ら
れ
て
い
る
。

で
も
、
出
来
る
事
が
き
っ
と
あ
る
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、お
菓
子
を
作
る
こ
と
。
こ
れ
も
ま
た
、

こ
の
会
を
通
し
て
新
た
な
研
究
・
挑
戦
が
生

ま
れ
、
技
術
の
向
上
・
展
開
へ
と
繋
が
っ
て

い
る
。

　

菓
子
製
造
に
お
け
る
香
り
付
け
の
方
法
と

し
て
、
エ
ッ
セ
ン
ス
、
又
は
エ
キ
ス
の
利
用

が
あ
る
。
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
等
、
常
温
以
下
で
の
香
り
付
け
に
適
し
て

い
る
が
、
揮
発
性
が
高
い
為
、
熱
を
加
え
る

数
年
。
そ
れ
ま
で
は
大
学
の
一
研
究
室
と
し

て
の
活
動
だ
っ
た
が
、
今
は
大
学
と
い
う
機

関
か
ら
離
れ
、
自
立
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
ん
な
リ
ン
グ
ア
ー
ト
へ
久
し
ぶ
り
に
戻
っ

て
き
た
感
想
は
、「
減
速
す
る
か
と
思
い
き
や
、

少
し
ず
つ
加
速
し
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
は
な
だ
ら
か

な
の
で
気
づ
い
て
い
る
人
は
お
そ
ら
く
少
な

い
。
リ
ン
グ
ア
ー
ト
と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
長

年
色
々
な
こ
と
を
続
け
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ

と
成
長
し
て
き
た
。
傍
か
ら
見
れ
ば
、
大
き

な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
私
が
「
加
速
し
て
い
る
」
と
言
う

の
は
、
現
在
の
リ
ン
グ
ア
ー
ト
に
こ
そ
新
し

い
可
能
性
を
感
じ
る
か
ら
だ
。

　

以
前
、
活
動
の
中
心
は
井
川
教
授
と
学
生

達
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
そ
の
学
生
達
は
ほ

と
ん
ど
社
会
人
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

で
生
活
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
培
っ

た
経
験
や
知
識
が
、
活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

長
年
の
活
動
で
土
台
は
十
分
に
で
き
て
い

る
。
あ
と
は
個
々
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
も
の
が
出
来
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
思
い
が
、
近
い
将
来
現
実
の
も
の
に
な

る
よ
う
に
、
次
年
度
も
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

前
田 

真
希

　

人
が
歳
を
重
ね
る
の
と
同
じ
様
に
、
春
風
と
、

８
＋
９
展
も
多
く
の
経
験
と
体
験
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
2
年
の
春
風
が
、
慶
北
大
学
と

の
２
ヶ
国
開
催
に
な
り
、
さ
ら
に
、
2
0
1
3

年
は
ポ
ル
ト
大
学
で
の
春
風
開
催
も
、
現
実
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

継
続
を
力
と
す
る
に
は
、
多
く
困
難
と
紆

余
曲
折
を
、
連
続
的
に
経
験
す
る
事
と
な
り

ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
異
な
る
文

化
や
世
代
観
に
あ
る
現
実
と
矛
盾
に
、
戸
惑

う
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
異
な
る

事
へ
の
理
解
と
対
応
は
、
繋
が
り
紡
ぐ
芸
術

交
流
の
姿
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
美
術
表

現
は
、
も
し
か
す
る
と
、
突
然
を
当
然
に
、

偶
然
を
必
然
に
す
る
、
不
停
止
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
思

い
込
み
の
中
で
、
私
に
と
っ
て
のRIN

G
 ART

は
、
懲
り
な
いchallenge 

と suggestion

の
場
所
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
2
0
1
2
年
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ア
ー
ト
・
三
和
幼
稚
園
児
作
品
の
か
ら
、

2
0
1
3
年
の
8
＋
9
展
へ
広
が
るRIN

G

の

波
紋
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
ヶ
国
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
、
ポ
ル
ト
大
学
・
慶

北
大
学
、
及
び
今
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援
を
く
だ

さ
る
長
崎
大
学
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

佐
藤 

千
代
子

　　

井
川
研
究
室
で
は
学
生
の
頃
か
ら
展
覧
会

の
開
催
に
関
わ
り
ま
す
。
資
金
も
無
く
出
品

者
の
費
用
で
ま
か
な
う
手
作
り
の
展
覧
会
で
す
。

国
内
の
展
覧
会
な
ら
ま
だ
し
も
、
国
際
展
な

ら
な
お
さ
ら
大
変
で
し
た
。

　

リ
ン
グ
ア
ー
ト
に
な
っ
て
か
ら
も
、
今
私

た
ち
に
で
き
る
事
を
地
道
に
や
っ
て
い
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
学
生
の
頃
の
つ
な
が
り
は

未
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。
い
や
、
私
が
学
生

だ
っ
た
以
前
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
た

く
さ
ん
の
人
、
た
く
さ
ん
の
国
へ
と
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
に
成
っ
て
、
人
（
会
社
）
と

人
（
会
社
）
の
つ
な
が
り
が
お
金
の
関
係
に

な
っ
て
い
る
事
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

リ
ン
グ
ア
ー
ト
が
ず
っ
と
ず
っ
と
つ
な
が

り
を
続
い
て
い
ら
れ
る
の
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
か
。
そ
れ
は
い
つ
切
れ
る
か
分
か
ら
な

い
お
金
の
つ
な
が
り
で
は
な
く
て
、
手
作
り

だ
か
ら
こ
そ
の
真
心
で
つ
な
が
っ
て
い
る
気

が
す
る
の
で
す
。

　

大
き
な
ス
ポ
ン
サ
ー
・
資
金
援
助
が
無
い

事
に
学
生
の
頃
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
永
く
続
け
た
い
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち
で

作
り
上
げ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
「
輪
」
が
「
年

輪
」
に
も
見
え
て
い
ま
す
。
未
来
に
つ
な
が

る
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
田  

寛
昭

リ
ン
グ
ア
ー
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
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　交通事故で７回の手術の為、数年間入退院を繰り返しておりましたが、頭部と脚
部に障害が残って歩行不能となり、生きている事に感謝して自宅療養していた
2012 年の秋に、突然、井川先生が市川市の自宅に現れ、ベッド上の金太郎氏に、
2013 年春の長崎でのリングアート展への新作ドローイングでの出品のお誘いを
受け、すっかり療養生活が板についていた金太郎氏は、驚愕して「分かりました、
出品します！」と手を振って即答しました。
　それから毎日少しずつ、車イスでのドローイングの制作が始まり「もういい」と
の言葉が制作完了の意味。びっくりするほどの集中力でした。
　テーマは？と聞くと「半島」と答えました。急遽、以前事故前に制作した　同じ
タイトルの鉄の鋳物の立体作品（自然の風化作用を待つため、色付けするのに３年
かかったもの）も同時に出品すると言い、「新作ドローイングと立体作品をどうい
う風にに展示するの？」かと問うと、「相手にまかせる」との返答で、その様にお
願いいたしました。
　息子夫婦が、休暇を取って長崎まで付き添うので会場まで行こうと、うれしい申
し出をしてくれたので車イスでの飛行機と福祉レンタカーの楽しい道中でした。金
太郎氏も期待と不安の半々でしたが、やればできるものですね、車イス移動に自信
を持ちました。
　長崎では、井川先生をはじめリングアートの皆様に歓待を受け、とても感謝して
おります。有難うございました。
 
　帰宅後の金太郎氏に感想を聞いたところ
ー　「作品の存在意味のリアリテイーが一番強かった。
　　  オレの思い込みだけどね」
ー　テーマの半島とは？
　    「陸でもない海でもない半島に立ってみて考える自分を見る」
ー　立体の方は？
　　「波に洗われた自分」
 
との返答でした。意味がわからないので本人の言葉そのままです。
 

 2013 年 5 月 10 日　福原金太郎　　（代理）佳壽子

招
待
作
家
か
ら

―半島ー

福原　金太郎



春風ながさきより 2013 ／ポルト大学（ポルトガル）

OBAMA de ART ! 春風ながさきより ⅩⅣ 2012平和展 8+9  2012

春風ながさきより ⅩⅤ 2013

春風ながさきより 2012 ／慶北大学校（韓国）

2012 年 8 月 20 日　西日本新聞 ↑

2013 年 3 月 27 日　長崎新聞 ↑

↓ 2012 年 8 月 25 日　長崎新聞

↓ 2012 年 8 月 19 日　NHK 長崎放送局ニュース

 2012 年 11 月 24 日　長崎新聞 ↑

↑2013 年 6 月
　ポルト大学ホームページ（ http://tv.up.pt/videos/6g65xpmz ）

↑2012 年 8 月 21 日　長崎新聞

↑2012 年 3 月 20 日　長崎新聞　

報道記録展覧会ＤＭ・パンフレット
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